
 

 

私
た
ち
の
声
と
行
動
が
世
界
の
危
機
を

打
開
す
る
カ
ギ 

 

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
な
ど
核
保
有
国
に
よ

る
国
連
憲
章
も
国
際
法
も
踏
み
に
じ
る
、

力
に
よ
る
支
配
へ
の
暴
走
が
世
界
の
危
機

を
深
刻
に
し
て
い
ま
す
。
国
連
憲
章
を
守

り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め

る
私
た
ち
の
声
、
と
り
わ
け
核
保
有
国
と

同
盟
国
の
も
と
に
あ
る
市
民
の
行
動
が
危

機
を
打
開
す
る
カ
ギ
で
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
高
市
自
維
政
権
の
暴

走
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う 

２
月
１
８
日
に
特
別
国
会
が
召
集
さ
れ
、

第
二
次
高
市
自
維
政
権
が
発
足
し
ま
し

た
。
高
市
早
苗
首
相
は
、
総
選
挙
後
の
記

者
会
見
で
憲
法「
改
定
案
」の
発
議
と
国
民

投
票
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
表
明
し
ま

し
た
。
総
選
挙
中
、
高
市
首
相
は
憲
法
改

正
に
つ
い
て
も
、「
安
保
３
文
書
」見
直
し
の

中
身
も
一
切
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
総
選

挙
で
の
多
数
議
席
で「
国
論
を
二
分
す
る

政
策
」を
断
行
す
る
な
ど
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

改
憲
も
非
核
三
原
則
見
直
し
も
、
国
民
多

数
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
世
論
調
査
会

が
昨
年
８
月
に
お
こ
な
っ
た
世
論
調
査
で

は
、
８
０
％
が
憲
法
の「
戦
争
放
棄
・平
和
主

義
」を
評
価
し
、
６
０
％
が
憲
法
を「
こ
の
ま

ま
存
続
さ
せ
る
べ
き
だ
」と
答
え
て
い
ま

す
。
非
核
三
原
則
に
つ
い
て
も
８
０
％
が「
堅

持
す
べ
き
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

憲
法
と
非
核
三
原
則
を
守
り
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
参
加
す
る
日
本
こ
そ
、
日
本

と
ア
ジ
ア
の
平
和
、
国
民
の
安
全
を
守
る

道
で
す
。
共
同
を
ひ
ろ
げ
て
高
市
政
権
の

暴
走
を
止
め
ま
し
ょ
う
。 

  

改
め
て
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。 

大
阪
府
内
に
は
今
、
約
２
９
０
０
人
の
被

爆
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
被
爆
者
の
平
均
年

齢
は
８
５
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
さ
れ
た
日
本
被
団
協
の

代
表
委
員
の
田
中
熙
巳
さ
ん
は
授
賞
式
の

講
演
で「
１
０
年
先
に
は
直
接
の
体
験
者
と

し
て
の
証
言
が
で
き
る
の
は
数
人
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
年
々
被
爆
者
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
大
阪
原
水
協
と
し
て
被
爆
者

の
体
験
だ
け
で
な
く
、
思
い
や
、
気
持
ち
を

聞
き
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
歓
び
な

ど
を
共
有
す
る
と
り
く
み
を
行
い
ま
す
。 

取
り
組
む
内
容 

⓵
被
爆
者
と
対
話
し
、
聞
き
取
り
を
行

な
う
。
聞
き
取
り
の
内
容
は
①
体
験
②
願

い
や
思
い
③
次
世
代
へ
の
期
待
な
ど
。 

⓶
聞
き
取
っ
た
内
容
を
文
書
化
し
、
映

像
化
し
、
残
し
て
い
く
。 

⓷
文
書
等
の
記
録
、
映
像
に
つ
い
て
は

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
話
し
を
聞
く
会
」
や
学
校

な
ど
で
使
い
、
被
爆
の
実
相
を
知
ら
し
て

い
く
。 

聞
き
取
る
被
爆
者
、「
目
標
１
０
０
人
」 

聞
き
取
る
被
爆
者
に
つ
い
て
は
、
地
域

原
水
協
、
民
医
連
な
ど
に
お
願
い
し
、
現

在
、
寝
屋
川
、
枚
方
、
岸
和
田
、
堺
、
大
阪

被
団
協
な
ど
と
懇
談
し
て
い
ま
す
。 

聞
き
取
り
を
す
る
人
募
集
中 

大
阪
原
水
協
に
加
盟
す
る
団
体
・
地
域
に

お
願
い
し
て
聞
き
取
る
人
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
５
人
が
登
録
済
！
是
非
、
ご

参
加
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
制
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
活
用
も
行
っ
て

い
ま
す
。
大
阪
原
水
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

 ７４５自治体  

（2026年２月１９日)  

■ 大阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野市

議会、摂津市議会、高石市議会、富田

林市議会、阪南市議会、河南町議会、

太子町議会、忠岡町議会、岬町議会 

２０２６年 

３月号 

 

 

原水協通信 
（大阪版） 

国連NGO原水爆禁止日本協議会  

毎月１回６日発行 

〒113-8464 文京区湯島２－４－４  

(大阪原水協)〒542-0012 

大阪市中央区谷町 7-3-4 

新谷町第 3ビル 210号 

電話 06（6765）2552 

FAX 06（6765）2837 

☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

   ２０２６年２月２２日の到達 

    １６０,８６７筆  

各団体・地域原水協・個人など、集めていただいた署名

を大阪原水協までご報告下さい。よろしくお願いします。 

 行動の内容・写真等あれば一緒に送ってください！ 

 

 

２０２６年 ３月 ６日                                           第９８６ 

 

号 

日本国憲法９条と非核三原則を守ろう！ 

被爆者の気持ちよりそうプロジェクト！あなたの参加を待っています！ 



 

 

 

                                  

 

 

 

  ☆2026年 NPT再検討会議 参加者壮行会 のご案内  

全国から95人、大阪から 12人が、NPT再検討会議に参加し、核保有国に対

して核兵器廃絶を訴えます。NPT再検討会議には 4月 25日から 5月 4日まで

ニューヨーク市の国連で活動します。大阪からの参加者を励まし、交流を深めま

しょう。つきましては、下記の日時で計画しています。多くの方の参加をお待ちし

ています。 そして、ひとりでも多くの方の励ましの声をお待ちしています。 

３月２８日（土） １３:００～ 国労大阪会館３F 大集会室  

参加費：１０００円 昼食を用意します。 

参加希望の方は大阪原水協に３月２４日までに連絡ください。 

 

 

 

 

第９回 高校生・若者企画 「ひばくしゃの話を聞く会」

日 時：３月２２日（日）１４時～１５時３０分  場 所：大阪原水協事務所 

 

 

≪お話される方≫ 

岸和田市原爆被害者の会のみなさから 

おはなししていただきます。                

事務所には、はだしのゲンをはじめ、多くの 

資料がありますので、見に来ていただいても 

構いません。 高校生・若者企画にしていますが、どなたでも参加できます。             

興味のある方は、是非、ご参加ください！ 

≪当日の概要≫   ◇３月２２日（日）  

1４時００分 開会  

1４時０５分 おはなし  

1５時００分 おはなし終了後、質問や意見交換など  

1５時３０分 閉会    閉会後交流会を行います。（お菓子と飲み物あります。）  

 

 

 

 

 

１２月の第８回のヒバクシャの話しを聞く会の様子です・ 


